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た。1名だけですが（笑）。ミーティングで時間をとっ
て議論しました。「先生、高体連の大会はただなのに、
なんでDUOリーグはお金がかかるんですか」という
質問がありましたが、これは間違いです。高体連は学
校からお金が出ているんです。「前期がただだったの
に、後期になんでお金がいるんですか。どこにお金を
使うんですか」については、全部説明しました。その
部員は理解してくれましたが、納得はしません。彼ら
が最後に納得したのは、だいたい 1チーム 15人ぐら
いです。チームで 15,000 円ということは 1人 1000
円です。「お前ら 1000円で 7試合も楽しめるんやぞ。
J リーグの試合を見に行ったらなんぼや。映画見に
行ったらいくらかかる？　するスポーツとしてのサッ
カーって安いやろ」と言ったら、その部員も納得し、
彼らの小遣いから徴収しました。
今日はその部員は来ていませんが、同級生が来てい

るので、この前後のことをコメントしてもらいたいと
思いますが、その前にもう少し。
DUOリーグは筑波大附から 2チーム出ますが、高
体連の大会は 2チームの連合軍が「ナショナルチーム」
として出ます。一方で、3年生の最後の試合とされて
いた学習院との定期戦にどんなチームで出るのかが大
きなテーマになりました。「夏までやるのは当たり前
で院戦は通過点」なので「ナショナルチームで臨むべ
きだ」。けど実際は夏の大会前にやめる者もいて「3
年生のメモリアルチーム」という考えも出てきます。
こんな議論をするようになったのがこのころです。
この文書を書いた 106 回主将の大河原さんと同級
生の西片さんがいますので、このころのことについて
のコメントをお願いします。大河原さんはコーチとし
ても、何代かにわたってみてくれているのでそのあた
り、部活動で学んだことについてもお願いします。

■ 106 回生のコメント　－DUOリーグが始まったころ

大�河原：106 回の大河原です。DUOリーグが始まっ
た初年度は、3年生でAチーム、1、2年生で Bチー
ムの 2チームで出ていました。練習試合や大会に出
るときは、代表チームとして 1・2年生が何人か混
ざって 3年生主体の Aチームの試合があって、そ
の後でB戦があるという構成でしたけど、DUOリー
グでAとBを学年で分けたチームでやることになっ
て、3年生のゲームを 1・2年生がみる機会ができて、

院戦にどういうチームで出るかという議論が活発化
した背景がありました。
環境面で何がこの頃変わったかと、単純に試合の
数が増えて、ほぼ毎週グラウンドでサッカーしてい
るように変わったというのもあります。高校生のと
きはあまり考えられてなかったんですけど、その後
コーチとしてかかわり、その後もずっと部活に関わ
らせてもらって考えると、DUOリーグが始まった
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ことによって、プレーする以外の、たとえば審判を
することだったり、運営に関わることだったり教え
る側だったり、いろんな側面のところを経験する機
会が増えたのかなと私は思います。
西片さんよろしく。

西�片：西片です。喋るつもりがないままここに来たの
で振られてびっくりしていますが、DUOリーグが
始まって、単純に私は嬉しかったです。その頃の私
は、いわゆる代表チームの補欠にいたり、代表チー
ムに出られないときが多々あり、試合の日に学校に
来ても試合に出られるかな、どうかなというのが
あったのですが、DUOリーグが始まって必ず試合
に出るというところで、より練習に励むことができ
たというのがあります。
大河原さんは高校のコーチとしてずっと関わって
いくんですが、私も卒業して理学療法
士になり、「DUOリーグトレーナー」
を拝命して運営にも関わらせていた
だきました。部活からというよりも、
DUOリーグから学んだことはすごく
大きいなと思っております。

中�塚：ありがとうございます。このころ
はいろんなことで話し合いの時間を
とりました。時間があれば詳しく取り
上げたいのですが、たとえば退部者を
めぐる議論。ある部員が、自分はサッ
カーが上手くない。練習をやっていて
も皆の足を引っ張るだけだからやめ
ますと言ってきたときに、練習をやめ
て全体ミーティングをするなど、いろ
いろありました。一人ひとりを大事に
するというと大げさですが、ここはこ
だわっていましたね。それが部の文化
なのだと思います。
ス ラ イ ド は、JFA 機 関 誌『JFA 
news』の連載「ユース年代のサッカー
はいま」の最終回からの引用です。
1997 年 6 月号（156 号）から 1998
年 3 月号（165 号）まで計 8 回にわ
たって連載し、DUOリーグからはじ
まるリーグ構想や筑附高蹴球部の取り
組みなどを紹介しました。いまバレー
ボールやバスケットボールでもユース

リーグをやろうとしていますけど、少なくとも私は、
サッカーだけでこれを完結させるとは全く思ってお
らず、他のスポーツに広げていく構想を持っていま
した。たとえばスポーツ好きの B君は、前期はバス
ケットボール、後期はサッカーのリーグに関わるよ
うな環境ができればいいなと考えていました。
「毎日、年中やっているから、障害の発生率が高
まるし、施設が足りなくなる」というようなことを
いろんなところで言っていましたが、なかなか定着
しません。いまのDUOリーグもそうですが、試合
数を確保すること、マニュアルやルールだけが伝わ
り、“理念”や“魂”がなかなか広がっていかないもど
かしさがあります。
ということで、ここまで「チームからクラブへ」の
中でDUOリーグ創設期の話をしました。
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■ 1998 �校内フットサル大会初開催－「引退なし」をめぐる葛藤・合宿地変更等（108 ～ 110 回）

■ 2000 �女子部創設・3 部門確立－「クラブ」として成長（111 ～ 113 回）

■ 2008 �手探りでクラブを活性化－ 117 回サッカー部の進化（114 ～ 117 回）

「校内フットサル大会」「女子部創設・3部門確立」。こ
のころが手探りでいろいろチャレンジしていた時代です。
106回生がいた頃の写真です。下が105回生の写真で
すね。
フットサル部誕生の契機となった「サッカー部員の皆
様へ」という文書があります。そもそもニーズの違いで
した。
107回生、先ほどの二人の1学年下のサッカー部員・

鈴木君は、サッカーは好きだけど競技志向で続けるのは
ちょっとしんどい。楽しみ志向でやりたいんだと。先ほ
どの横山さんの感覚に近いものかもしれません。
彼はいったんサッカー部をやめて、楽しみ志向の
フットサル同好会設立運動に取り組みますが、この運
動は広がらないまま頓挫します。当時はフットサルと
いうスポーツが生まれたころでした。改めてサッカー
部のミーティングに来て、「プレイ志向でフットサル
を楽しめる部門を作りませんか」と提案したときの文
書です。「ニーズの違いを受け入れてほしい」という
主張です。
この背景には、106回生のころにあった部員資格を
めぐる議論がありました。サッカー部はそもそもサッ
カー（Football）が大好きな人たちが集まる場であ
るはず。それならば競技志向であってもプレイ志向で
あっても受け入れていいじゃないかということです。
熱い議論を経て、最終的には受け入れることになり、
サッカー部の中に「フットサル部門」ができました。
けど、できはしたけどメンバーはほとんどいません。

「ニーズの違いを受け入れてほしい」
フットサル部門設立の申し出（1998.1.23.）
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そこに 1998 年 FIFA ワールドカップ・フランス大会
に日本が初出場し、昼休みサッカー人口が激増するで
きごとが起こります。これを組織化して「桐陰フット
サルワールドカップ」が開かれました。昼休みのフッ
トサル大会で、いまも続いています。

今日は高校 2年生と 1年生も来ていますが、ついこ
ないだまで彼らが運営してコート面で行われていまし
た。写真はグラウンドで盛大に行われていたころのも
のです。Teachers が優勝したこともありました。

そんなことをやっていたのが108回生前後の部員で
す。このころのサッカー部は「夏までやるのが当たり

前」だったのですが、いつの時代も悩める高校 3年生
です。108回生で夏までやったのは〇印のついている
2名だけでした。
事前アンケートの中で108回生の白根さん、いまは

アーティスととして活躍され、保持さんとともに今夏
の蹴球部「親子勉強会」で話をしてくれた方ですが、
当時「暗病反男と言われていた」という言葉がありま
した（補足①参照）。卒業生は見たことがあると思いま
すが、ミーティングなどでこの「明言素と暗病反」を
配り、忙しい、疲れた、難しいというような言葉を使っ
たらあかん。勢いの出る言葉を使おうと言っていまし
た。「幸福を生み出す心」も同じく部活で配り、こうい
う言葉で互いに言葉をかけ合おうと言っていました。

もう少し進めてから 111回の話に行きますね。
110 回生は全部で 11 人です。プレイ志向の部門
ができたので、そちらに流れていったのです。競技志
向の部員は、2学年で 11人しかいません。こんな状
況で「曜日制部員制度」を導入し、顧問が職員会議の
ため練習に出られない「月曜部員」を募集しました。
「サッカー部はいま部員 12人で大変困っています。お
願いします。少しでも興味のある方、見学だけでも構
いません。お近くの部員まで気軽に声をかけてくださ
い」とあります。けど、なかなか増えませんでした。
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その次の学年が 111 回生で、サッカー部に熱い連
中が大勢入部し、女子部員も 5名入部します。女子
は翌年も 5名入部し、フットサルのゲームができるよ
うになり、いまに至ります。フットサルマガジン『ピ
ヴォ』でも紹介されました。このころは日韓共催の
2002 年 FIFA ワールドカップへ向けてサッカー界全
体が非常に盛り上がっていた時期です。
そして筑波大学附属高校蹴球部も次の段階へ向かい
ます。3部門をまとめるクラブ長を置き、多様な取り
組みを開始します。
111 回生卒業アルバムの写真の中で、〇で囲った
金髪のお兄さんが本日、UAE のドバイから駆け付け
てくれた初代クラブ長の小野塚さんです。2002 年の
ワールドカップへ向けて、JFA の Kick Together 事
業に応募して休日にフットサル大会を企画したり、パ
ブリックビューイングをやってみたり、いろんな企画
をしましたね。広報誌も作っていました。同期のサッ
カー部主将も来ています。
まずは小野塚さんからお願いします。

■ 111 回生のコメント

小�野塚：111 回卒業の小野塚と申します。
部活動から何を学んだかというテーマについて、
卒業生アンケートに記入しながら、また他の人が書
かれたものを読みながら思ったのは、白根先輩のア
ンケート回答にもありましたが、やはり精神論的な
ところがすごく多いかなと思っています。心を強く
持つことや、辛くなった時にどう判断するかといい
うようなことです。
ただ、先ほどの朝倉さんのお話をお聞きしながら
思ったのは、例えばスポーツってすごく魅惑・魅了
されるところがあります。でもそれって部活動じゃ
なくてスポーツの話だと思います。精神論的なもの
も、部活動でないと得られないものだったのかとい
うことを、話をお聞きしながらずっと考えていまし
た。ではなぜ部活動なのかと振り返ったときに、例
えば僕らの世代であれば、学校外のクラブチームに
行くことも選択肢としてはあったと思います。ただ、
クラブチームに行くには、そこのセクションに受か
る実力が求められます。それに対して部活動では、
うまくなくても自分の気持ちさえあればそこででき
るという、受け皿的な要素が非常に大きかったと思
います。そこが先生がご説明された「クラブ」という
ところにも繋がってきます。先ほどから出ていたプ

レイ志向のフットサル部門。競技志向ではない人た
ちとも一緒に過ごせる場だったりするわけです。
「クラブ」というプラットフォームは、僕たち
111回が入ったときに自分たちで考えたものでは全
くありません。先輩たちが先生のもとでいろいろと
考えてきたことが、たまたま僕たちの代のところで
より組織化し、活動を広げていくことに繋がったの
だと考えます。
そのときに先生からご指導いただいたのが、部活
に属している人たちだけじゃなくて、サッカーを好
きだと思っている人たちはみんな、概念的にはクラ



68

ブのメンバー、仲間なんだということです。部活動
のところと重なりつつ、もうちょっと拡張的な感じ
で、サッカーが好きな人たちの受け皿としてクラブ
というものを活動しやすいように組織化していきま
しょうという流れだったんですね。
精神論的に何を学んだかというところがありまし
たけど、もう少し派生して部活動で何を学ぶかとい
うことについては、仲間を取り込んで、その人たち
とどう一緒に活動していくかに取り組めたのは貴重
でした。例えば、サッカー部でサッカーをやってま
す、部活動で走っていますだけでなく、その枠に入
らないような経験が、クラブの活動としてできたこ
とは素晴らしかったと思います。
ユニークだったのは、やはり女子部が創設された
ということです。これもいまコメントしたことに通
じるものがあります。創設の主導だったのが井上円
佳さん、卒業アルバム上段の右から 2人目の女性で
すが、彼女を筆頭に他のメンバーも、「女子部がな
いのなら作ればいいじゃないか」と、つくってしま
いました。
先生が先ほど言われたワールドカップのパブリッ
クビューイングも、「やってみたらええやん」と。高
校生なので全部自分たちでできるわけではなく、先
生についていただいたりしながら、ある先生に激怒
されたこともありましたけど、そういったご指導を

いただきながらやってみることができたのも、一つ
の経験として、学んだことが大きかったなと感じて
います。

中�塚：同期のサッカー部主将、大澤さんもおられます。
どうでしょうか？

大�澤：111 回の大澤と申します。小野塚くんがいろい
ろ話してくれましたけど、僕は全然そんなこと考え
てなくて、ただひたすら勝ちたい、負けたくない、
もっとうまくなりたいっていう気持ちだけでずっと
やっていました。「小野塚もそんなごちゃごちゃやっ
てないで、早くグランドに出て、走ってボール蹴れ
よ」とずっと思っていました。20年経って、「小野
塚はこんなにいろんなことを考えてやってたのか」
というのをいま知って、久しぶりに来てよかったな
と思っております。ありがとうございます。

中�塚：これは、111 回から 112 回にクラブ長が代替
わりしたときのサッカークラブの広報誌です。こう
いうものを定期的につくって全校生徒に配っていた
のがこのころです。「校内のフットボールを盛り上
げよう」と、いろいろやっていましたね。
続けます。
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■ U-18 フットサルへの取り組み

フットサルのほうも、このころ動き出しました。私は
東京都サッカー協会フットサル委員会の創設期からのメ
ンバーで、ユース年代をずっと担当しています。2001
年夏に、全国初のU-18公認フットサル大会をはじめま
した。いまでは全国に広がる大会の起点と言えるでしょ
う。本校体育館はフットサルの聖地となっています。

一方、女子部門もこの頃から公式大会に出るように
なりますが、高校生年代の大会はなく、大人の大会に
出させてもらっていました。相手は大人ですからボロ
負けの連続です。初めて公式戦で勝利したのが 2004
年 3月の第 4回東京都女子フットサル大会です。相手
はハロー ! プロジェクトの芸能人チームでした。

■ メディアでの紹介

この頃、DUOリーグやサッカークラブのことが新
聞に何度か取り上げられました。読売新聞の記事には、
競技志向のサッカー部、当時「アスリート部門」と言っ
ていましたけど、そこからフットサル部門に移って活
動を続けた部員のインタビューが載っています。日経
新聞の記事は反響が大きく、いろんなところから問い
合わせや連絡をもらいました。
校内フットサル大会も朝日新聞で取り上げられまし
た。ワールドカップの出場国名でやった時の記事です。
また『サッカークリニック』（2003 年 5 月号）には
私のインタビューが掲載されました。

校内フットサル大会も新聞に
（2002年 5/14 ＆ 6/29）

DUOリーグが新聞に
2001年6/23日経＆2002年3/30読売

2003年5月号
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高校生年代の大会がなかった彼女たちは、だ
いぶ後の話となりますが 118 回生のときに、
他校に呼びかけて自分たちで女子高生大会をつ
くりました。いまも 5月に「高校生女子フット
サルチャンピオンシップ」という名前で続いて
います。高校 3年生が活動に区切りをつける大
会を自分たちで主催しています。ただこの大会
も、立ち上げのころはよかったのですが、途中
から大人への依存傾向が強まり、自分たちでや
ろうとしない数年間がありました。コロナ前か
らみられた傾向です。

■ 卒業生とのつながり

蹴球部創部80周年の2004年に、卒業生の組織であ
る桐窓サッカー俱楽部からシュート板が寄贈されました。
114～116回生の2005年夏合宿は、3年生もフル
に参加しました。そこに111回生の女子部創設メンバー
もOGとして来てくれました。卒業生がいろんな活動
に関わってくれる風土が、この部には昔からあります。

■ グラウンドの芝生化？

それから、半分遊びではありますが、グラウンドの
芝生化にも少しだけ挑戦してみました。JFAのグラウ
ンド芝生化プロジェクトの方を知人経由でご紹介いた
だき、畳一畳分ぐらい、国立競技場と同じティフトン
という芝生をしばらく育てていました。毎日水をやり、
伸びてきたら散髪し。けっこういい感じになってきた
けど、夏の終わりにちょっと油断していると、あっと
いう間になくなっちゃいました。
ここに写ってる 116 回サッカー部主将が本日来て
くれています。彼は高校生のころ、DUOリーグ会議、
大人の会議に、高校生オブザーバーとして毎回参加し
ていました。高校生の参加を呼びかけてはいましたが、
ほぼすべて参加したのは彼だけですね。114回生のこ
ろに総合的な学習の時間がはじまり、本校では 3年時
に「金曜スタディ」の名称で取り組み、卒業論文的な
ものを書くようになりましたが、彼はDUOリーグを
テーマにまとめました。
柳井さん、コメントをお願いします。
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■ 116 回生のコメント

柳�井：116 回の柳井です。僕らは 113 回生ぐらいか
ら競技志向の強い、いわゆるサッカーチームっぽい
雰囲気だったんだろうなということを、先輩方の話
をお聞きし、また後輩たちの話からも感じています。
先ほどの「夏まで残る」話で言うと、僕らの学年は
10 人いましたけど全員そのままやっていました。
本当にサッカーが上手くなろう、勝とうと思いなが
らやっていた年代かなと思います。
DUO会議に参加させてもらい、僕も非常に勉強
になりましたし、DUOリーグにはすごく近い距離
でいました。僕らは初めてDUOリーグで優勝した
んですけど、配られた年表にそれが書いてないって
ことだけ、不満として先生に申し上げておきたいな
と思っております（会場笑）。
部活動で学んだことでは、自分がサッカーを一所
懸命やり、サッカー部の中で一所懸命練習して存在
感を出していくと、「じゃあおまえちょっとDUO
会議参加してみるか」という話になったりします。

芝生のお話もそうで、こういうところに呼んでいた
だけるようになります。僕は大学も筑波大学で蹴球
部に所属させてもらいましたけど、そこで一所懸命
やってきたことで、いまになっても「おまえいま何
やってんの」と言ってもらえます。スポーツを一所
懸命やってきたことが他の場面にも繋がっていくの
は非常にありがたいと思っています。たまたま場所
が部活動でしたけど、スポーツを通じて学んできた
ことかなと思っています。
本当に「金曜スタディ」含めていろんな場面で、
サッカーだけじゃない面白いことをやらせていただ
いた 3年間だったなと思います。

中�塚：ありがとうございます。この学校では 5年に 1
回ぐらい担任が回ってくるので、担任学年とは部活
動以外でもいろんな形で関わることが多かったなと
思っています。

 ３．校内的な承認以降 －安定と停滞（2009 ～ 24）
116 回の次の学年が 117 回。先ほどのスライドに
もありましたけど、当初は完全に「サル」でした。そ
の彼らが 3年間で「人間」に成長したということを、
彼ら自身が自覚した学年だったと思います。
学校の正式な卒業式後にサッカー部で卒業式をやる
んですけど、その中で 117回のある卒業生が、「先生、
サルだった僕たちを人間にしてくれてありがとうござ
いました」と言って卒業していったのを強く覚えてい
ます。
その次の学年からなんです。時代の節目ははっきり
見えるものではない、むしろ曖昧なものだろうと思い
ます。少しずつ少しずつ、いろんなことが変わって
いったのでしょうけど、もし節目として設けるなら、
校内的な承認、これを 117 回生たちが頑張って求め
たあたりかなと思います。
それまで校内的には、サッカー部の中に競技志向の
アスリート部門と、プレイ志向のフットサル部門、女
子部門があるという形でした。各部門は承認された部
ではないので、実質的な顧問は私だけです。ちゃんと
承認してもらえるとさまざまなメリットがあるという
ことで、フットサルも正式な部になり、女子も部とし
て自立し、各部に顧問がつくようになりました。校内

向けの話ではありますが、そういうメリットを考えた
117回生たちが頑張ったのはたしかです。
そのころはよかったんです。けど何でもそうですが、

「あるのが当たり前」になってくると依存傾向が強く
なり、徐々に様子が変わってきます。その先はスライ
ドにあるとおりです。私自身もおっさんになってきて、
生徒との距離感を感じるようになったのもあると思い
ます。
ここから先のことを駆け足で見ていきたいと思います。
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■ 校外ラン禁止？

こんなものも出てきました。2015 年度「ねずみ坂
使用に関する基本方針」という文書です。主将責任者
会議名で出ています。ねずみ坂というのは学校の近く
にあるいい坂で、各部がトレーニングでよく使わせて
もらっています。サッカー部は週 20本走らないと週
末の試合に出られないので、空き時間をみつけてよく
走っていました。この文書の最初のところを読み上げ
ると、「昨年、通行人に迷惑をかけたことにより使用

禁止となっていた」とあります。「同じ過ちを犯さぬ
よう、以下の基本方針を確認する」ということで、全
ての部活動の主将責任者会議で合意したものです。
実は 2011年度にも「校外ラン禁止」がありました。
全く同じ理由です。学校外の公道を走っていたある部
の生徒が通行人と接触し、その場で「ごめんなさい」
を言えばいいのに言わずにいなくなった。「けしから
ん！」という通報が学校にあり、それを機に校外ラン

■ チャリティフットボール

こんなこともやってたんですね。けど、生徒では
なく教員が主導です。生徒たちがこういうことを思
いつくことはありません。東日本大震災のときのこ
とです。春休みの部活はできなくなったんだけど、4
月 3 日から活動できるようになり、初日のイベント
には卒業生が大勢集まりました。1 日で 20 万円の
寄付が集まり、被災地支援の NPO に寄付しました。
チャリティーフットボールはその後も何度かやって
います。2014 年 8 月には豊島区の NPO と連携し
て、被災地の中学生を招待してサッカーをやりまし
た。彼らの校庭には仮設住宅が建っているのでサッ
カーができない状況だったんですね。123、124、
125 回生になる学年がいたころの話です。
これは合宿の様子です。3部門が集まってかなりに
ぎやかです。2015 年夏合宿の右端は、フットサルや
女子の部門をみてくれている速水先生ですね。
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■ 120 回代のコメント

遠�山：121 回の遠山と申します。校外ランのことで言
うと、一つ上の平塚さんがすごいがんばってせ復活
させたという話は聞いていました。当時は校外ラン
ができるようになったんですけど、すごい努力され
たんだなと改めて思いました。
部活動で学んだことは、自分の中では「周りをみ
ろ」と言われたことがいまに生きているかなと思い
ます。試合の中でサッカーとして周りを見るだけで
なく、普段の練習のときでも、次の練習これだから
コーンを準備したりボール用意したりということが
あるんですけど、その中でお互い見合って誰も動か
ないことがあった時に、周りの人が何をしようとし
ているのか、自分がいま何をすることを求められて
いるのかを考えるくせをつけていただいたなと思っ
ています。
あと、自分としては「迷ったらやれ」という言葉は、
その当時は、迷ってるのに何でやるんだろうと思っ
たりはしたんですけど、いまになって思うと、迷っ
てるぐらいだったらやった方がいいと思っていま
す。自分自身、理系の大学院で修士まで行って、就
職が決まって内定式まで行ったんですけど、博士を
取ろうかどうか迷ったときには、これ本当なんです
けど、「迷ったらやれ」っていう言葉が頭に浮かんで
きて、内定を辞退して博士に進学して、いま研究に
携わっています。自分が研究者になるなんて思って

もみなかったんですけど、思い返してみると高校時
代に言われていたこと、考える癖っていうのがいま
に生きているんだと思います。

中�塚：ありがとうございます。この頃の高校生が実は
もう 1人います。いまマイクを持ってあちこち回っ
てくれている皆川さんは、サッカー部ではありませ
んが 122回の卒業生です。

皆�川：122 回の皆川です。私は中学校から筑波に入っ
て中学は陸上部で、その頃熱血の顧問の先生がい
らっしゃいまして、つらい練習があってもやってい
たことを思い出すと、いまある課題が序の口に見え
るというか歯を食いしばってやった経験が今に生き
ているなと思ってます。なかなかフィジカル的につ
らいことって大人になるとないと思うんですけど、
その頃の思い出をバネにいま頑張れてるなと思いま
す。ありがとうございます。

中�塚：いきなりの無茶ぶりですがコメントありがとう
ございました。

ができなくなった事件です。
120回のクラブ長兼主将責任者会議の長をやってい
た平塚大輝くんがルール作りに力を注ぎ、何とか校外
ランができるようになったのですが、また再発したと
いうのが 2015 年度の文書です。生徒の変化はもちろ
ん感じますが、同時にこのころから、学校や部活動に
対する社会の眼差しの変化があることを感じます。コ
ミュニケーションの質の変化。その場で怒られておし
まいにはならないんです。ぶつかられた方もその場で
は何も言わず、学校に通報する。SNSが出てくるより
前にあったことです。
生徒の側からすると、怒られそうなことは先回りし
てもうしない。だんだん小粒になっていった時代と言
えるでしょうか。121回の遠山さん、いかがでしょう。
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■ 近年の話題

このあたりになってくるともう最近の話になってき
ます。

2018 年 1月の第 5回東京都女子ユースフットサル
フェスティバルが、東京中日スポーツで取り上げられ
ました。冠スポンサーとして SHIBUYA109 が付いて
くれたころです。U-18 女子大会がとても華やかに展
開されていましたが、この後、コロナになり、冠スポ
ンサーも離れてしまいます。

それどころか活動できない時代があって、湘南高校
との定期戦はオンラインのみ。それがようやく 4年ぶ
りに再開。そして波崎の合宿は夏ではなく春に開催。
春合宿には、鹿島アントラーズで働く 2人のOBが来
てくれました。
復活した校内フットサル大会は、コート面でやって
います。夏の陣と秋の陣。ギャラリーはいっぱい集
まってくれるんだけど、1面だけなので出場チームは
限られます。ついこの間終わった大会の様子です。高
校 2年生は昨日まで修学旅行で沖縄に行っていました
が、修学旅行前の決勝戦の様子です。
この企画運営をした現クラブ長が来ています。部活
動で学んだことを言えるような立場にはないと思うけ
ど、ここまでの先輩の話を聞いての感想を聞かせても
らいたいと思います。

■ 現役高校生のコメント

志�村：いま高校 2年生で、順調にいけば 134 回卒業
となる志村です。僕が高校の部活で学んだこととし
ては、やっぱり勝つ楽しさです。全力で遊んだ結果、
勝てるっていうのは、非常に大きかったなと思って
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クロージング

■ 演者からのコメント

中�塚：だいぶ時間も経過しました。まだまだいろいろ
あるんですが、ここまでの話を聞いて、高橋さん、
朝倉さんから感想などをいただけたらなと思いま
す。いかがでしょうか。

高�橋：やっぱり部活は学ぶことがすごく多いですね。
私も毎年のように、高校のOB会のようなところに参
加すると、温度差があることを感じます。私は最近の
人は異星人として理解しています。息子であろうと全
く理解ができる存在ではないという前提で捉えてます。
聞いていると、一つの活動に対しても全く違う思

いとか、全く違う考え方を持っている。振り返ってみ
ると、おまえそんなこと考えてたのか、とかですね。
でもそういう人たちで生きていくときに、この非日常
の夢中の場っていうのは、また組織化がされてない
部分、生身でモロにぶつかって悩んでっていうところ
で、いい鍛錬の場になっているんじゃないかなと思い
ます。イギリスのスポーツでも、ミドルマネジメント
育成のための非常に重要な場になっていましたので、
日本の部活もそれに準じた役割を果たして、それぞ
れが大きな収穫を得ているんだなという印象です。
自分自身を振り返ってみると、部活のことしか覚
えてないかもしれないですね。中学、高校、大学も
かもしれません。

います。僕はフットサル部に所属しているんです
けど同じ学年の部員がいなくて高校 2年生は僕 1
人です。このスライドは今年の2～3月の大会で、
1つ上の先輩と一緒に出場した大会で、初めて東
京都の高校の中で優勝することができました。当
時僕は 1年生 1人だけで、先輩に何とかついてい
くという状況だったんですけど、ここで初めて全
力で試合に取り組む、全力で楽しむことを実感で
きました。僕がフットサル部に入ったのは、競技
志向というよりもどちらかというとプレーを楽し
むことを目標にして入ったんですが、楽しんで結
果も伴ってきたのが、自分の中でいい経験になっ
たと思います。
代替わりして僕が主将になって、いまチームで
は「楽しんで勝つ」という目標を掲げています。やっ
ぱり楽しんで試合や練習しないと、部活に取り組ん
でいることが実感できないというか、楽しくプレイ
して勝ったときの喜びは非常に大きいものがあると
思います。それを 1年生と共有してできるように、
楽しみながら頑張っていきたいです。

中�塚：ありがとうございます。その 1年生が隣にいる
のでひと言。

中�川：1年生の中川です。いま志村さんが「楽しく勝つ」っ
ていうことを言ってくれたんですけど、実際に今年の
11月4日に試合があって、そこでも実際にみんなで
頑張って、楽しく勝ってということができたので、そ

の試合が1、2年生だけの初めての試合だったので、
そこで記憶に残るような結果が出せたっていうか、そ
ういう楽しみ方ができたっていうのがすごく良かった
です。これからも楽しくフットサルやって楽しく勝つ
ことができたらいいなと思っています。

中�塚：最近の様子を写真で少しだけ。11月 3日に本
校体育館で行われたU-18 女子フットサルリーグの
様子です。11月 17日にはグラウンドで、新人戦の
地区大会がありました。黄色ユニフォームの筑波大
附は 11人いますが、対戦相手の都立高校は 7人し
かいません。部活動の危機は身近なところに来てい
ます。聞くところによると、この学校の野球部員は
1人だそうです。
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中塚：朝倉さんどうぞ

朝�倉：卒業生の方々にいろんなお話を聞いて、考えさ
せられるとともに、私が学ぶことも多かったな思っ
ています。クラブって、実は社会学事典にも出てく
る学術用語として使われるんです。何でそうなのか
というと、スポーツだけでなく、クラブっていたる
ところにあることに皆さん気付くと思うんです。繁
華街のクラブもあります。スポーツだけではありま
せん。サロン 2000 の「サロン」っていう集団も、
社会にとって重要視されるんですね。
なぜかというと、そこで扱われる話とか、あとは
人々の関係性というのは、人間が作る集団の中でも
非常に公共的な意味を持っている。自由な議論がで
きるとか、自由なやり取りができる場で、こういう
場は意外になかったりするんだけど、そういう機能
をクラブやサロンが持っていたと。
部活動って結局クラブの活動する場所だと思った
ときに、小学校でもバスケットボールクラブとか
サッカーのクラブってあるし、中学校でも部活動と
いうクラブの活動があるし、今回特に注目していた
高校のクラブですよね。小学生が作るクラブ、中学
生が作るクラブ、高校生が作るクラブとあって、ク
ラブの質は高まっていくと思うんですけど、まさに、
高校生が作るクラブってこんなこともできるんだと
いうことをすごく感じました。
中塚先生がつけてくれた膨大な資料の中で、例え
ば「鈴木さんからの提案 サッカー部員の皆様へ」っ
ていうのも、自分はこういうクラブを作りたいって
いうのを意思表明し、それを実現しようとしたりし
ています。また、校内フットサル大会を運営すると
いうのも、先ほど私がお話した、自分たちのためだ
けじゃなくて、みんなのためになるようなことをす

る。原点は、自分が遊びたい、楽しいことがしたい
ということですけれども、そうやって学校とか他の
人のためにと繋がっていくのがいいクラブなんだと
したときに、附属高校の、高校生が作るクラブとい
うのは、モデルになるようなクラブだと思います。
「部活動」って名前がついていますけど、クラブなん
だなというのをすごく感じているところです。
こういうクラブがあるんだというのを、研究者の
立場からすると、もっともっといろんなところに発
信されていくといいなと感じました。

■ コーディネーターからのまとめ

中�塚：ありがとうございます。残り時間がだいぶなく
なってきましたけど、皆さんの手元にお配りした私
の配布資料の最終ページのスライドのところだけ駆
け足で、今日のまとめとして共有しておきたいと思
います…

私が着任した当時からみると、サッカー界は大きく
変わり、生徒もずいぶん変わってきました。
学校の様子も変わってきました。はじめのころはた
だ「自由な校風」と言っていました。「教科指導に専
念できる」と思って都立高校から異動してきた先生も
多かったです。「生徒指導はしなくていい」と言い切
る教師もいました。教科王国、学級王国、学校行事は
生徒部の担当者任せ、部活動はほったらかし…。着任
したころは多くの部活がこんな感じでした。その分、
自由度はすごくあったのかもしれません。卒業生との
非常に濃いパイプで、100年のうち 70年ぐらい続い
てきました。
1990 年前後に、「自由な校風」に自主・自律をつ
けて「自主・自律・自由」と言うようになりました。
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附属学校の存在意義が問われるようになり、国立大学
は法人化します。働き方改革やコロナ禍もありました。
38年間を振り返ると、最初の頃はすごくいい加減
だったけど、それなりにバランスが取れていたのかも
しれません。教員の方も、やりたい人がやりたいとこ
ろで力を発揮していたのだと思います。逆に言うと、
やりたくない人はやらない自由があったのではない
か。それを皆で応分に負担しようとして、やりたくな
い人までも駆り出され、元々やりたくないから「ここ
までなら」という線引きをするようになり、そのため
のルールやマニュアルがどんどん詳細になり、ルール
やマニュアルが全てになって自由が奪われる。少し抽
象的ですが、皆さんの現場にも当てはまるのではない
でしょうか。
「働き方改革」や「コロナ禍」が追い打ちをかけ、
今後が心配です。
社会も生徒も私自身も大きく変化しましたけど、
言ってることややってることは基本的には変わりませ
ん。ホームルームや学校行事、授業の中では「多数決
は禁止」だし、「当たり前の事をさりげなく」と言い
続けます。これは「勝負どころで爆発しよう」とワン
セットです。
配布したもう一つの資料には、ホームルームの生徒
向けに言ってきたことをまとめました。「当事者意識」
という言葉をよく使います。お客さんいらん、批評家
もいらん、優先順位付けろ。これらに加えて部活動で
最初の頃に言っていたのは、「声出せ、走れ、当たれ」
だけです。周りを見ろ、予測、もっとやれ、迷ったら
やれ、それから「楽な道と難しい道があったら難しい
道を選べよ」ということも言いました。いまでもずっ
と伝えていることですが、ここ 10年、表現が少し変
わっています。

「サンマや」「ちゃんとしゃべれ」「聞け」「フェイ
ストゥフェイスや」「あいまいにするな」「やり切れ」
「ちゃんと遊べ」…
言われたことはきちんとやるし素直ですが、コミュ
ニケーションの質と量が大きく変わり、ソーゾー力
（想像力、創造力）欠如、自分で決断できない、迷っ
たらやらない。タイパ、コスパ重視で楽な方を選択…。
これは生徒だけじゃなくて教員も同様です。だけ
ど、これをやらないと働き方改革にならないのも確か
です。
遊びが下手くそ、このままでは…
長期的な視野で教育のあり方を考え、行動していき
たいなと、改めていま思っています。
“遊び心”が全ての始まりです。
本気の遊びが人を育て、社会を育てる

ということで 2時間半、結局ノンストップになって
しまいましたが、一旦締めたいと思います。
最後に、今回のシンポジウムにご後援いただいた桐
窓サッカー倶楽部会長の菅原さんがお越しいただいて
いますので、ひと言ご挨拶をいただければと思います。
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菅�原：菅原です。よろしくお願いします。先生ありが
とうございました。ご苦労さまでした。
なかなか興味深い話をありがとうございました。
部活のあり方もそうなんですが、OB会のあり方を
真剣に考えていきます。以上でよろしいでしょうか。

中�塚：ありがとうございました。日本部活動学会にも
ご後援いただいています。会長の神谷先生はオンラ

インでご参加でしたが途中で退出されたようです。
以上で締めたいと思います。高橋さん、朝倉さん
は、この後の懇親会も大丈夫ですよね。では同じ場
所で、今度は飲み食いしながら、もう少しざっくり
と話ができればなと思います。
ご登壇くださった高橋さん、朝倉さん。ありがと
うございました。ご参加くださった皆さんもありが
とうございました。

� 第 2部の資料・写真等は、出典・提供者が明記されているものを除いて中塚義実所蔵・提供。
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補足① 108 回生　白根昌和氏の事前アンケートより

◦ �高校時代の部活動を通じて身につけた思考や行動
が、今も役に立っていると感じることはありますか。
それはどんなときですか。

とても役に立っています。むしろ、私の人間形成は
高校時代の部活動だった。と、そのエピソードを社会
に出て話す機会が多いです。そして、その感想は、「部
活の概念を超えてる ( 笑 )」というものが多いことに
驚きます。
印象的なのものとしては、「自分勝手と自由の違い」
なのかと思惟します。
中塚先生の指導方針は、具体的な戦術を逐一教え、
型に嵌めることはなかったのですが（筑波大式C点は
今でも覚えています。）とにかく、課題が見つかれば
「その場で話し合え！」というスタイルでした。そし
てある日突然問題解決につながる難解なヒントとなる
言葉を教えてもらい、チームが止揚していく。という
プロセスを踏んでいたのだと思います。それは、「( あ
る程度 )自由にプレーしていいけど、（チーム内の）自
分のプレーに責任を持ち、そして（仲間と）議論しな
がら発展させよ。」と言い換えられるのかと思います。
これは、現在「答えのない問題を解く」ことが課題と
されている時代においても、とても貴重なトレーニン
グだったのだと思います。
私自身は、高校入学当初はサッカーのイロハもわか
らず自分勝手なプレーを「自由にやらせてもらえな
い。なぜ怒られるのだ？」と履き違え、しかし徐々に
マナーやルールが理解でき、仲間と議論しながら解決
策をトライアンドエラーで模索する中で、「自由にす
るためには責任が多い」ことを学びました。
現在、アーティストという自由業を営んでおります
が、高校時代の部活動を通して「自分勝手と自由の違
い」を意識できていなければ、本当に社会的には破滅
者になってしまっていたかもしれません。社会上のマ
ナーやルールを尊び、プロジェクトメンバーと議論し
ながら、その上で責任を持って自分のやりたいことを
自由にやらせてもらう。言葉で書くと当然のことのよ
うですが、上記を主要五科目の勉強の中からや大学で、
怒られながら口酸っぱく言われる実体験の場はあるで
しょうか？

そう考えると、高校時代の部活動がいかに自身の人
間形成に役立ったのかと中塚先生をはじめ、108回生
の同級生に感謝いたします。

◦ �高校時代の部活動で言われた言葉で、今でも心に
残っているキーワードはありますか。それはどんな
言葉ですか。

二つあります。両方とも一年生の時（生意気な時）
だったと思いますが、
・「暗病反男」
・�「サッカーには攻撃と守備時の両方に楽観的な時
と悲観的な時がある。しかし、白根は攻撃の楽観
的な時しかプレーしていない。それはサッカーの…
1 ／ 4だ。」
しかし、現在の私の仕事を表していただく際には

「明るく、しかも粘り強くプロジェクトに取り組む」
と時々仰ってもらえることがあります。ですので、そ
れが強みなのかなと思い、現在ではその姿勢で日々仕
事を取り組むようにしています。
表現という仕事は、楽しいことだけでなく、むし
ろ 8割くらいは苦しいと思うことが多いですが、残り
のわずかな部分の喜びが忘れられず、続けることがで
きています。また、どうせならば苦しいことも楽しも
う！と明元素漢として振る舞い、周りを盛り立てよう
と心掛けています。
いつの間に上記の二つを克服できたのか？（できた
のか？？）分かりませんが、サッカーと芸術はとても
似ているなと感じることが多くあります。
当然、他にもいろいろありますが、個人的なことと
しては上記 2つが特に挙げられます。
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補足② 103 回生　池田知之氏の事前アンケートより

◦ �高校当時の部活動に対して、もっと改善したほうが
良いと思っていたことはありますか。

質問に対する回答ではないがコメント。親として最
近の中高生のサッカー生活を見た結果思うこととして
は、必ずしも部活である必要はない、である。我々世
代においては、特にチームスポーツを行う場合は、学
校の部活以外の選択肢は少なかったため、部活に入る
のが当たり前、というか極端に言えばそれ以外の選択
肢が無かった。対して現代においては、情報もツール
も選択肢も多く、サッカーのようなメジャースポーツ
の場合は部活以外でサッカーをすることは可能であ
り、その中からどこでどうやるかを選択すれば良いと
考える。確かに部活は学校とセットになっているので、
入りやすい、多くの場合授業後に移動も不要、金銭的
な負担も少ない、等のメリットはある。対して、学外
でのチームに所属する場合、部活のメリットはデメ
リットになるが、学校以外の人との交流、自分のレベ
ル、目的にあったチームに入れる、等のメリットが存
在する。部活にしかない特権は注目度の高い高校選手
権だろうが（サッカーのレベルはさておき）、そもそ
も一握りのチームが対象になる話である。スポーツで
ある以上試合に出ることは重要なポイントとして考え
ており、お互いに刺激しあえるチームメンバーがいて
適切な努力を積めば試合に絡めるチームに所属するこ
とは大事なことではないだろうか。逆に、どうやって
もレギュラー確定、というようなチームに所属するこ
とも成長という側面からすると賛同しにくい。何を求
めるかは当人次第ではあるが、個人のニーズにあった
ものを選べることが重要と考えることから、部活であ
る必要はない、となる。
そう考えると、我々世代の多くが経験している、練
習がきつい、さぼりたい、という気持ちは非常に時代
を表している、と感じる。要は本人が納得しているの
か、だと思っているのだが、納得しないままやらされ
ているとなっているのであれば、好きで始めたことな
のにおかしな話である。当時の部活は、一生懸命な部
活ほど、きつくてつらいもの、というイメージがあっ
たと思う。むしろ、そういう取り組みや姿勢が正しい
という美学の様なものがあった。きつさの先にこそ、
得られるものがある、という精神論であった。これに

対し、そもそも娯楽や趣味を行う情報もツールも多い
中で、好き好んでサッカーをやり、且つ選択肢の中か
ら選んでチームに所属しているので、姿勢が全く違う
のが現代。勝利を目指すチームにおいても、非合理
な、つらい、大変、きつい、は逆に勝利を遠ざけるも
の、という理解も広まっている。根性もメンタルも重
要だが、根性論、精神論だけでは勝てない。今もそう
いうチームはあるが、徐々に敬遠され、選手が集まり
にくくなっている。息子二人はそれぞれサッカーレベ
ルの違う場所でサッカーをしてきたが、きついから練
習行きたくない、とか、練習をさぼる、という発想が
ない。練習さぼって遊びにいく、はチームメンバーに
もなく、そういう発想になるのであれば、そもそも辞
めてしまう、そこまでしてやらなくてはならないもの、
ではないのが現代。100 人が 100 人そうだとは言え
ないだろうが、30年前と今を比較すると、確実にそ
の変化は起きている。これは否定的な意味合いではな
く、サッカーに限らず、これが全体的なスポーツのレ
ベルをあげている根底の一つにあるのではないだろう
かと私は感じている。これに加え、サッカーに限って
言えば、もっと頻繁に小中高年代でチームを変えられ
る移籍の仕組みと風潮ができれば、もっと全体のレベ
ルは上がっていくのだろうな、と思っている。
これらを附属高校蹴球部に当てはめるとどう思って
いたのかは酒の席での話にさせてください。今の高校
サッカー部は、いろんな形のチームがあって、俺たち
の時代より良いな、とみています。
最後に、これは完全に個人的な見解であるが、部活
が進学と生徒集めの手段になっている風潮は何とかな
らんかな、と思う。サッカーやスポーツをやっていれ
ば、学校、勉強は何とかなるという仕組みは、本来の
学校という目的からあまりにも離れすぎていないか？
これは部活の嫌な所、ですね。附属高校は当てはまら
ない所ですが。昔も今も文武両道が、目標に掲げられ、
美談になるのは、それが簡単なことではないことの裏
返しなのだな、ととらえています。
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2024.11.16.中塚義実

年年度度 11年年 22年年 33年年 蹴蹴球球部部ののトトピピッックク ササッッカカーー・・ススポポーーツツ界界のの動動きき（（赤赤字字はは中中塚塚関関連連））

1987 98 97 96 年末にグラウンド改修(附属小で練習) ソウル五輪出場を逃す

1988 99 98 97

1989 100 99 98 「ｱﾀｯｷﾝｸﾞﾃﾞｨﾌｪﾝｽ」で総体予選都ベスト20(?)

1990 101 100 99 W杯衛星放送開始（イタリア）
ﾌﾟﾛｻｯｶｰﾘｰｸﾞ設立準備室第1回MTG（10月）

1991 102 101 100 102回に女子3名入部。村田女子商業と合同練 W杯招致委員会発足（6月）
社団法人日本ﾌﾟﾛｻｯｶｰﾘｰｸﾞ設立（11月）

1992 103 102 101 ﾔﾏｻﾞｷﾅﾋﾞｽｺｶｯﾌﾟ決勝に56,000人の大観衆！
「はやくはじまれJリーグ」

1993 104 103 102 合宿で「坊主戦」はじまる
（京華との合同練習がこのころはじまる）

Jリーグ開幕（5月）
「ドーハの悲劇」W杯出場を逃す（10月）

1994 105 104 103 W杯はテレビ観戦（アメリカ）
FIFAが「フットサル」を定める

1995 106 105 104 「好きだからやっている部活動を最後まで」
「引退なしのスポーツライフ」「3年の夏」
桐陰祭で「蹴球部合唱団」編成。大好評

都都高高体体連連ｻｻｯｯｶｶｰー科科学学研研究究会会発発足足（（～～22000055））
各各都都道道府府県県FFAAににフフッットトササルル委委員員会会設設置置

1996 107 106 105 DUOﾘｰｸﾞに2ﾁｰﾑ参加。「院戦」をめぐる大議論
保護者会初開催(以後毎年開催)
部員資格の見直し

DDUUOOリリーーググ開開幕幕（（11999966～～22001144ﾁﾁｪｪｱｱﾏﾏﾝﾝ））
2002年日韓W杯決定(5月)／アトランタ五輪(7月）

1997 108 107 106 フットサル同好会設立運動・頓挫 ササロロンン22000022発発足足（（22001144ににNNPPOO法法人人化化））

1998 109 108 107 フットサル部門創設
校内フットサル大会初開催

W杯初出場（フランス)

1999 110 109 108 夏合宿が「高萩大心苑」から「波崎」へ JJFFAA指指導導者者養養成成講講習習会会・・ｽｽﾎﾎﾟ゚ｰーﾂﾂ社社会会学学講講師師((～～22001122))

2000 111 110 109 女子部門創設（111回生） TFA主催ﾚﾃﾞｨｰｽﾌｯﾄｻﾙ大会開催（2001年1月）

2001 112 111 110 ﾌｯﾄｻﾙ部門に新入部員（112回生）
ﾌｯﾄｻﾙ部門・女子部門が公式戦初参加

TTFFAA主主催催UU--1188ﾌﾌｯｯﾄﾄｻｻﾙﾙ大大会会開開催催（（88月月とと11月月））

2002 113 112 111 グラウンド改修(2002年4月6日ｵｰﾌﾟﾝ)
クラブ長誕生（３部門で活発に躍動）
W杯ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸﾋﾞｭｰｲﾝｸﾞ等を企画

W杯(日韓共催)ベスト16。ｽｶﾊﾟｰが全試合放送

2003 114 113 112 女子が公式戦初勝利（対ﾊﾛﾌﾟﾛ）(2004年3月)
伊藤良徳先生退官記念行事(2004年3月)

U-18東京都プレリーグ（サッカー）開催（4月）
日日本本フフッットトボボーールル学学会会発発足足（（99月月））

2004 115 114 113 東東京京都都UU--1188公公認認リリーーググ（（ササッッカカーー））中中止止！！
東東京京都都高高体体連連研研究究部部発発足足　　　　国国立立大大学学法法人人化化
JJFFAAﾚﾚﾌﾌｪｪﾘﾘｰーｶｶﾚﾚｯｯｼｼﾞ゙・・ｽｽﾎﾎﾟ゚ｰーﾂﾂ社社会会学学講講師師((～～22001155))

2005 116 115 114 Ｔリーグ(都U-18リーグ)発足

2006 117 116 115 「コンビニ事件」勃発(11月) W杯出場（ドイツ）
「Eリーグ」(DUOの上位ﾘｰｸﾞ)発足

2007 118 117 116 Fリーグ（フットサル全国リーグ）開幕（9月）
都U-18ﾌｯﾄｻﾙﾌﾟﾚﾘｰｸﾞ開催

2008 119 118 117 ３部門の独立＝校内的な承認
　注）フットサルと女子は1年限定で「同好会」
「DUOﾘｰｸﾞのﾄﾛﾌｨｰがない」→ﾄﾛﾌｨｰ完成（7月）

第1回都U-18ﾌｯﾄｻﾙﾘｰｸﾞ（4月）
自主企画の女子高生ﾌｯﾄｻﾙ大会（12月）
茗茗友友ｻｻｯｯｶｶｰーｸｸﾗﾗﾌﾌﾞ゙理理事事長長（（22000088～～1177））

2009 120 119 118 フットサルと女子が「部」となる 全全国国高高体体連連研研究究部部活活性性化化委委員員会会（（0088～～1199委委員員長長））
　注）2008は活性化プロジェクト

2010 121 120 119 2011年3月11日に東日本大震災⇒湘南戦中止 W杯ベスト16（南アフリカ）
「Eリーグ」ﾗｽﾄｼｰｽﾞﾝ。地区ﾄｯﾌﾟﾘｰｸﾞにDUO直結
筑筑波波大大学学にに五五輪輪教教育育のの組組織織((CCOORREE))設設置置

2011 122 121 120 ﾁｬﾘﾃｨﾌｯﾄﾎﾞｰﾙﾌｪｽﾀ開催（4月3日）
「校外ラン」禁止を経てルール化

なでしこジャパン世界一！
DUOから上位までU-18リーグがつながる
UU--1188ﾌﾌｯｯﾄﾄｻｻﾙﾙのの全全国国ププレレ大大会会（（1122年年33月月））

2012 123 122 121 ｻｯｶｰ部・選手権都大会進出 都都女女子子ﾕﾕｰーｽｽﾌﾌｯｯﾄﾄｻｻﾙﾙ・・ﾌﾌﾟ゚ﾚﾚ大大会会（（1133年年33月月））
『『高高校校ササッッカカーー9900年年史史』』発発行行（（77月月））

2013 124 123 122 桐陰祭：3部門で演劇に挑戦

2014 125 124 123 校内ﾌｯﾄｻﾙ大会・運営面の不手際で中止
南三陸町立歌津中招待ｻｯｶｰ(8月)
卒業生有志による現役支援開始

W杯（ブラジル）出場
第1回JFA全日本U-18ﾌｯﾄｻﾙ大会

2015 126 125 124 グラウンド改修
105回以来続いた桐陰祭への団体参加をせず
サッカー部は「ゼロからのスタート」

2016 127 126 125 校内ﾌｯﾄｻﾙ大会再開 UU--1188ﾌﾌｯｯﾄﾄｻｻﾙﾙﾘﾘｰーｸｸﾞ゙ﾁﾁｬｬﾝﾝﾋﾋﾟ゚ｵｵﾝﾝｽｽﾞ゙ｶｶｯｯﾌﾌﾟ゚開開催催（（1177年年11月月））
筑筑波波大大学学蹴蹴球球部部創創部部112200周周年年

2017 128 127 126 桐陰祭：3部門で演劇に挑戦 日日本本部部活活動動学学会会発発足足（（1122月月））
都女子ﾕｰｽに「渋谷109」が冠に（2018年1月）

2018 129 128 127 ＜＜公公式式戦戦出出場場110000周周年年＞＞ W杯（ロシア）ベスト16
『『高高校校ササッッカカーー百百年年』』刊刊行行

2019 130 129 128 校内ﾌｯﾄｻﾙ大会断絶
2020年3月：湘南戦中止

自主企画の高校生女子ﾌｯﾄｻﾙﾁｬﾝﾋﾟｵﾝｼｯﾌﾟ(5月)

2020 131 130 129
小松俊介

3ヶ月の休校。オンライン授業導入
部活動中止～制限付(1年生の入部は7月)
2021年3月：湘南戦はｵﾝﾗｲﾝ交流のみ

新型コロナのパンデミック
高校総体中止。TOKYO2020延期

2021 132 131 130 コロナ下で多くの制限あり
2022年3月：湘南戦はｵﾝﾗｲﾝ交流のみ

東京でオリパラが無観客で開催
WEリーグ開幕（9月）

2022 133 132 131 校内ﾌｯﾄｻﾙ大会再開（2023年1月）
2023年3月：湘南戦再開／春合宿実施

W杯（カタール）ベスト16。ABEMAで配信

2023 134 133 132 ﾌｯﾄｻﾙ部・東京都ベスト4（2024年1月)
＜＜創創部部110000周周年年記記念念行行事事＞＞22月月2233日日

コロナの5類移行。Afterコロナの時代へ。
東京都U-18女子ﾌｯﾄｻﾙﾘｰｸﾞ開幕
部活動の地域移行元年

2024 135 134 133 コロナ制限撤廃 高校総体サッカーは福島(男子)、北海道(女子)で開催
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